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温
泉
電
軌 

動
橋
駅
前
に
も
う
一
つ
動
橋
駅
が
あ

た
事
を
知
る

人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
︑
昭
和
48
年
生
ま
れ

の
筆
者
は
︑
山
代
行
の
電
車
が
あ

た
事
は
知

て
い
た

が
︑
直
接
見
た
思
い
出
が
無
い
︒
昭
和
46
年
に
廃
線
と

な
り
︑
す
ぐ
さ
ま
線
路
は
撤
去
さ
れ
︑
道
路
ま
た
は
︑
田

ん
ぼ
の
畦
道
と
同
化
し
て
し
ま

た
か
ら
で
あ
る
︒ 

温
泉
電
軌
の
歴
史
を
ま
と
め
た
資
料
は
別
に
作
成
し

て
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
だ
け
を
ま
と
め
て
み
た

い
︒ 温

泉
電
車
と
記
憶
し
て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る

よ
う
だ
が
︑
正
し
く
は
北
陸
鉄
道
・
加
南
線
と
呼
ば
れ
る

路
線
が
あ

た
︒
最
盛
期
は
昭
和
30
年
代
で
︑
粟
津
・

山
代
・
山
中
・
大
聖
寺
と
動
橋
︑
片
山
津
を
結
ぶ
︑
温
泉

行
の
路
線
だ

た
︒ 

明
治
30
年
の
国
鉄
の
開
通
に
合
わ
せ
︑
明
治
32
年

に
山
中
温
泉
と
大
聖
寺
の
間
に
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
た

こ
と
が
始
ま
り
と
な
る
︒ 

そ
う
書
い
て
し
ま
う
と
︑
国
鉄
駅
で
あ
る
大
聖
寺
か
ら

山
中
温
泉
行
の
路
線
が
作
ら
れ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
︑

実
際
は
山
中
温
泉
を
起
点
に
︑
明
治
31
年
山
中
馬
車
鉄

道
が
設
立
︒
明
治
32
年
︑
山
中

荒
木
︵
河
南
︶
ま
で
の

路
線
が
開
業
︒
明
治
33
年
︑
河
南

大
聖
寺
間
が
開
業

し
た
︒
そ
れ
に
続
く
形
で
︑
明
治
39
年
山
代
軌
道
︒
明

治
41
年
粟
津
軌
道
が
設
立
さ
れ
た
︒︵
明
治
40
年
11

月
16
日
国
鉄
粟
津
駅
開
業
︶
山
代
軌
道
は
山
代
村

動

橋
村
間
︒粟
津
軌
道
は
粟
津
温
泉

符
津
村︵
新
粟
津
駅
︶

の
路
線
を
明
治
44
年
に
開
業
し
て
い
る
︒ 

続
い
て
︑
片
山
津
軌
道
が
明
治
44
年
に
設
立
さ
れ
た

が
︑
計
画
当
初
は
ガ
ソ
リ
ン
式
の
機
関
車
で
の
開
業
で
あ

た
が
︑
企
画
が
進
行
せ
ず
に
︑
大
正
３
年
に
馬
車
鉄
道

に
よ
る
開
業
と
な

た
︒︵
こ
の
馬
車
鉄
道
は
動
橋
小
学

校
に
現
存
し
て
い
る
︒︶ 

︵
写
真
上
・
山
代
軌
道
山
代
駅  

下
・
馬
車
鉄
道
客
車
︶ 

 
 

 
 

明
治
45
年
︑
山
中
馬
車
鉄
道
が
山
中
電
気
軌
道
に
改

称
す
る
︒
馬
車
鉄
道
を
経
営
す
る
温
泉
経
営
者
達
は
大
聖

寺
川
上
流
に
山
中
発
電
所
を
完
成
さ
せ
︑
自
家
発
電
に
よ

る
電
気
軌
道
に
変
更
す
る
︒
こ
れ
は
︑
国
鉄
の
電
化
よ
り

も
50
年
早
い
︒ 

大
正
２
年
︑
山
中
電
気
軌
道
の
路
線
は
電
化
さ
れ
た
︒ 

同
年
︑
横
山
鉱
山
の
横
山
章
氏
に
山
中
電
気
軌
道
・
粟

津
軌
道
・
山
代
軌
道
が
買
収
さ
れ
︑温
泉
電
軌
と
な

た
︒ 

片
山
津
線
は
温
泉
電
軌
経
営
の
路
線
と
し
て
ス
タ

ト
し
た
︒ 

横
山
氏
の
経
営
の
元
︑
温
泉
電
軌
の
路
線
は
粟
津
と
山

代
を
結
ぶ
連
絡
線
を
つ
く
り
︑
の
ち
の
加
南
線
全
路
線
が

繋
が
る
と
同
時
に
︑
粟
津
︑
山
代
︑
動
橋
を
結
ぶ
路
線
は

電
化
さ
れ
た
︒ 

国
鉄
を
ま
た
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
温
泉
電
軌
の
路
線

で
孤
立
し
た
形
と
な

た
片
山
津
線
は
︑
大
正
11
年
に

電
化
さ
れ
た
︒ 

昭
和
４
年
︑
横
山
章
氏
が
鉱
山
業
で
失
墜
し
︑
温
泉
電

軌
の
経
営
は
山
中
温
泉
の
経
営
に
譲
渡
さ
れ
た
︒ 

昭
和
18
年
︑
戦
時
統
合
政
策
に
よ
り
︑
石
川
県
内
の

鉄
道
︵
温
泉
電
軌
︑
能
登
鉄
道
︑
金
石
電
気
鉄
道
︶
を
合

併
す
る
形
で
北
陸
鉄
道
が
開
業
し
た
︒ 

慣
れ
親
し
ん
だ
︑﹁
温
電
﹂
の
名
称
は
北
陸
鉄
道
・
加
南

線
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

た
︒ 

︵
写
真 

新
動
橋
駅
︶ 

 
 

戦
後
の
復
興
と
国
鉄
の
大
阪

金
沢
間
の
温
泉
観
光

特
別
特
急
の
特
需
も
あ
り
︑
昭
和
30
年
代
は
各
路
線
共

好
景
気
に
湧
い
た
が
︑
粟
津
温
泉

山
代
間
の
連
絡
線
だ

け
は
赤
字
路
線
で
あ

た
︒
そ
の
背
景
と
し
て
︑
連
絡
線

の
各
駅
に
名
勝
も
産
業
も
な
く
︑
利
用
価
値
が
少
な
か

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
国
鉄
か
ら
目
的
の
温
泉
地

行
き
の
路
線
が
出
て
い
る
事
か
ら
︑
温
泉
か
ら
温
泉
へ
と
︑




